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「24条資料」の書誌データ―官庁出版物の目録作業における工夫

【はじめに―24条資料とは】

皆さんは、「24」という数字から、どのようなものを思い浮かべるでしょうか。本好きな方ならば「二十四の瞳」

を思い浮かべるかもしれません。米国の TVドラマ「 24」もありますね。国立国会図書館の整理業務にあたる職員

にとって、「24」といえば官庁出版物を指しています。

官庁出版物とは、国・地方公共団体の諸機関やそれらに準ずる法人が発行した出版物のことです。国立国会図

書館法には、それらの出版物の納入を定めた条文があり、これが「第 24条」であることから、当館では官庁出版

物を「24条資料」（時には、単に「 24条」）と呼んでいるのです [1]。

本稿では、この 24 条資料ならではの目録作業上のさまざまな工夫について、図書や小冊子を例に紹介します。

【さまざまな 24 条資料】 

24 条資料にはさまざまなものがあります。行政の計画書や報告書をはじめとして、「○○県史」のように分厚く

て何分冊にもなる資料もあれば、各地方公共団体から家庭向けに配布されるパンフレット類もあります。また、

地方公共団体の教育委員会が発行した、小学生向けの社会科の副読本や地域の偉人の漫画物語などもあります。

（1）白書の原局版―いろいろ補記しています

こちらの写真をご覧ください。

図 1 白書の原局版の例

この資料は、内閣府が作成し、国会に提出するための資料で、一般的に「子ども・若者白書」と呼ばれるものの

原局版[2]です。これも 24 条資料です。この資料には奥付がなく、著者や編者、出版年月すら資料本体に記載が

ありません。

白書とは、日本では一般的に各省庁が発行する各分野に関する報告書のことを指します。大きな書店などで見

-1-
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かける白書は、市販版で、表紙にはカラー写真などがあしらわれ、奥付には価格や発行年月などが明記されてい

ます。一方、原局版は閣議や国会等に提出する段階のもので、市販版と内容はほぼ同一ですが、体裁が異なり、

真っ白な表紙にはタイトルと、「第○回国会提出」などの記載があるのみで（図 1 左）、奥付のページはないこと

が多いです。

目録作業では、目録規則 [3]に基づき、作業対象資料のタイトルや著者名、出版年といった情報を、原則として

その資料本体の標題紙や奥付などの決まった情報源（所定の情報源）からそのまま転記します。しかし、この例

に挙げた白書には、奥付もなく、必須の書誌的事項である出版者が所定の情報源に表示されていません。

このように、資料本体に所定の情報源がない場合や、所定の情報源に必要な情報がない場合には、目録規則で

は、参考資料などから必要な情報を集めて書誌的事項を記録するとしています [4]。そして、その部分を角がっこ

で囲んで、目録作業者が「補記」 [5]したものであることを示します。

この資料には、衆議院議長宛の内閣府からの送付状が挟まれており（図 1右）、こういった資料本体以外の情報

を参考にして出版者を判断します。

また、出版年についても同様に、送付状や資料の前書きなどから推定して記録し、やはり角がっこで囲んで補

記したことを示しています。

完成した書誌データは、図 2 のようになります。「[内閣府 ]」という出版者、「[2017]」という出版年などが、

目録作業者が補記した部分です（図 2赤枠）。

図 2 白書の原局版の書誌データ例 [6]

（2）展覧会図録―著者標目を工夫しています 

24 条資料には、国立や県立、市立美術館の展覧会の図録も多くあります。これらの目録作業では、著者標目の

選定において工夫をしています。

図 3の書誌データをご覧ください。これは、富山県砺波市の美術館が開館 20周年記念展覧会に合わせて発行し

た図録の書誌データです。

-2-
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図 3 展覧会図録の書誌データ例

美術館で個人の芸術家の展覧会を開催すると、芸術家の名は「宮脇綾子アプリケの世界」のように、展覧会の

名称そのものの一部となることが多く、図録の奥付などに、わざわざ「作者 宮脇綾子」「宮脇綾子 作」などと

表示されることはあまりありません。

しかし、芸術家名はこの図録を探し求める利用者にとっては重要な情報です。このため、タイトル中にある芸

術家名を、「責任表示」 [7]として記録し [8]、また記録した芸術家名に続けて、その役割を示す言葉を補記します。

さらに、この芸術家名が検索の際のアクセス・ポイントとなるように著者標目とします。

また、発行元である美術館自体も、この図録の成立に不可欠な役割を果たした団体と考えられます。この展覧

会が企画・開催されなければ、その図録も発行されることはなかったでしょう。このため、美術館についても、

検索のためのアクセス・ポイントとなるよう、著者標目としています [9]。

このように、「□□美術館」「芸術家△△」さんといった、展覧会の図録を探すキーワードとなるような言葉で、

利用者の皆さんが検索できるようにしています。

こうした役割を示す言葉の補記や、発行元を著者標目とすることは、当館が『国立国会図書館「日本目録規則 

1987年版改訂 3版」適用細則』（以下、適用細則といいます）を定めて行っています。当館では日本目録規則の本

則を原則として採用していますが、規則を変更している部分や、別法を採用する部分もあります。それらを適用

細則として定め、当館ホームページで公開しています。

（3）遺跡発掘調査報告書―大量の資料を一つの NDCに

皆さんのお住まいの地域で、新しく建築物を建てる際に、「○○時代の遺跡が出た」などと話題になったことは

ありませんか？建築や区画整理の際に遺跡が発見されると、発掘調査が行われ、報告書が作成されます [10]。遺

跡発掘調査報告書は、文化庁が報告書作成の具体的な手順や体裁を例示していることもあり [11]、多くはこの体

裁に沿った定型的な資料です。報告書には発掘の概要、出土品の記録、簡単な考察などが記載され、多くは最後

に抄録がついています。遺跡発掘調査報告書の当館への納入点数は非常に多く、 2016年発行のものでは 1,500件

ほどあり [12]、その 8割が国や地方公共団体からの 24条資料です。

-3-

http://www.ndl.go.jp/jp/data/catstandards/ncr_regulations/index.html
http://www.ndl.go.jp/jp/data/catstandards/ncr_regulations/index.html


   
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

NDL 書誌情報ニュースレター 2018 年 1 号 (通号 44 号) 

このように、遺跡発掘調査報告書は資料数が多いこと、考古学上の研究書というよりは定型的な報告資料であ

ることをふまえ、当館では日本十進分類法（ NDC）の分類記号付与を効率的に行えるよう工夫をしています。 

NDC では、個々の遺跡・遺物に関する資料は、それぞれの地域の歴史に分類するのが原則です。原則に従えば、

埼玉県の遺跡資料は「 213.4」、静岡県の遺跡資料は「 215.4」となります。しかし、当館では遺跡発掘調査報告書

には、専用の分類記号を独自に設けて、遺跡・遺物の地域にかかわらず、単一の記号「 210.0254」を付与していま

す（図 4）。このような運用は、 NDC を当館で適用するに当たっての指針と分類表の解釈をまとめた「分類基準」

で定めています [13]。

図 4 「210.0254 発掘調査報告書」の分類基準―当館の NDC新訂 10版分類基準より

図 5 遺跡発掘調査報告書の書誌データ例

図 5 の書誌データは 2017 年発行の遺跡発掘調査報告書の例です。分類基準に従い、 NDC 分類記号「 210.0254」

が付与されています（図 5赤枠）。このように、単一の分類記号を付与することで、分類作業の効率化を図るとと

もに、遺跡発掘調査報告書を一括して検索できるというメリットも与えています。この分類記号では地域性を表

現できなくなりますが、併せて付与される地名件名によって、どの地域の遺跡であるかが明確となり、地名で検

索できるようになります。図 5の『 K441遺跡.第 3次調査』の書誌データでは「地名件名 札幌市 --遺跡・遺物」

と記録されています。

（4）小冊子―納入点数が多いため、簡易な形態に合わせた整理内容としています

小冊子とは、ユネスコの定義によれば、表紙を除き、 5ページ以上 48ページ以下の、完結した製本していない

非定期刊行物を指す [14]とされます。当館でも原則として、 5ページ以上 48ページ以下の非定期刊行物を、小冊

子として取扱います。

皆さんのご自宅に「○○市ごみの分別と収集方法」のような冊子はありますか？また、博物館などを見学した

-4-
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際に、数ページの、または折り畳み式のガイドを手に取ったりすることはないでしょうか。当館に納入される 24

条資料には、こうした小冊子類が多く含まれます。

当館では、収集する膨大な出版物について的確かつ迅速に書誌データを作成し提供するために、資料の特徴や

提供の目的などによって書誌データ水準を定めています。この中で、官庁や地方公共団体の発行した小冊子に対

しては、「タイトル標目は作成するが、著者標目・件名標目・ NDC 分類標目を作成しない」としています。また、

国立国会図書館分類表（ NDLC）の分類標目は、資料の内容にかかわらず、中央官庁からの小冊子には「 Y111」を、

都道府県・市区町村からの小冊子には「 Y121」を、それぞれ付与しています。こうした小冊子の類では、内容がタ

イトルに明確に表れ、出版者も地方公共団体そのものであることが多いため、地方公共団体の名称などをキーワ

ードとして入力すれば検索することができます。

図 6 小冊子の書誌データ例

【おわりに】

国立国会図書館に納入された 24条資料は、政府活動に関する国政審議にも、また一般の方の調査研究にも利用

されます。また、 24 条資料に限らず、当館に納入されたすべての資料は、永年保存され、将来にわたって活用

されていきます。資料がその情報を求める人のもとに確実に届けられるよう、これからも書誌データに的確な

情報を記録する工夫をしつつ、かつ効率性も追求しながら目録作業を進めていきたいと思っています。

伊東 晶子 

(いとう あきこ 国内資料課 ) 

[1] 民間出版物の納入については、国立国会図書館法の第 25条で規定しています。

[2] 白書の原局版と市販版について、詳しくは当館の「リサーチ・ナビ」の「白書の調べ方」ページをご覧くだ

さい。市販版の白書は、民間会社が発行者となるものが多く、 24条資料ではないものもありますが、一般に流

通しない原局版の白書はほとんどが 24条資料として納入されています。 

[3] 当館では 2018年 3月現在、『日本目録規則 1987年版改訂 3版』（日本図書館協会目録委員会編 . 日本図書

館協会, 2006）を適用しています。 

[4] 日本目録規則には、「2.0.3.2B 記述対象とする図書によるべき情報源がない場合は，参考資料をはじめとし

て，可能な限りの情報源を調査して，必要な書誌的事項に関する情報を入手し，これを記録する。」と定められ

ています。
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日本図書館協会目録委員会編 . 日本目録規則 . 1987 年版改訂 3版, 日本図書館協会 , 2006, p.57. 

[5] 日本目録規則の用語解説には、「補記」について、「書誌記述において，規定の情報源にはない，あるいは資

料に表示されていない事項を付加して記録すること。補記事項は角がっこに入れて示す。」とあります。

日本図書館協会目録委員会編 . 日本目録規則 .1987 年版改訂 3版, 日本図書館協会 , 2006, p.420. 

[6] 図 1以下の書誌データの画面は、当館所蔵資料の書誌データをダウンロードできる「国立国会図書館書誌提

供サービス（ NDL-Bib）」によります。 

[7] 日本目録規則によると、 「責任表示」とは、「著作の知的・芸術的内容の創造 ,ないしは具現（演奏等を含

む）に責任を有するか，これに寄与するところがある，個人・団体に関する表示。」のことです。

日本図書館協会目録委員会編 . 日本目録規則 . 1987 年版改訂 3版, 日本図書館協会 , 2006, p.412. 

[8] 日本目録規則には、「2.1.5.1.A図書のタイトル中に表示されている著者名等は，責任表示としても記録す

る。」と定められています。

日本図書館協会目録委員会編 . 日本目録規則 . 1987 年版改訂 3版, 日本図書館協会 , 2006, p.66. 

[9] 日本目録規則の著者標目の章に「 23.1.0.3（標目とする出版者） 必要ならば，出版・頒布に関する事項に

記録されている出版者は，著者標目とする。」と定められており、当館の適用細則ではさらに「著作の成立に主

体的に関与した団体は，標目とする。」としています。 

[10] 文化庁 . “埋蔵文化財” . http://www.bunka.go.jp/seisaku/bunkazai/shokai/maizo.html, (参照 2018­

02-23). 

[11] 文化庁文化財部記念物課監修 . 国立文化財機構奈良文化財研究所編 . 発掘調査のてびき .整理・報告書編 ,

同成社, 2016.10, p.160. 

[12] 資料数は 2018年 2月 16日現在。

[13] 国立国会図書館 . “分類・件名（ NDLC、NDLSH など）” .

http://www.ndl.go.jp/jp/data/catstandards/classification_subject/index.html#ndc, (参照 2018-02-23). 

[14] 図書館情報学用語辞典「パンフレット」の項より。

日本図書館情報学会用語辞典編集委員会編 . 図書館情報学用語辞典 . 第 4版, 日本図書館協会 , 2013 p.203.
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第 42回 ISSNセンター長会議報告― ISSN国際センターのサービス向上

【はじめに】

第 42 回 ISSN センター長会議 [1]が、2017 年 11 月 7 日から 10 日まで、モロッコ王国の首都ラバトにあるモロ

ッコ王国王立図書館（ Bibliothèque nationale du Royaume du Maroc）で開催されました。 29か国から 46名が

参加したほか、前回に続きウェブ会議での参加（ 3か国 3名）もありました。なお、アフリカでの開催は、 2008年

にチュニジア共和国のチュニスで開催された第 33回会議以来 9年ぶりとなります。今年の議題からおもなものを

報告します。

モロッコ王国王立図書館 

1. ISSN規格改訂の動き

前回の会議 [2]以降、 ISSN規格（ ISO 3297：2007）については、「ISSNを無料で付与する」という規定が削除さ

れた第 5版が 2017年 10月に発行されました [3]。

さらに、第 6版に向けた定期的な見直し（ Systematic Review）について、 ISSN 国際センター（以下、国際セン

ターといいます）から現状報告がありました。これまでのおもな動きは、次の 6点です。

（1） 2016年から 2017年にかけて、見直しの要否やコンビ―ナ（ WGの責任者）の選定等について 4回の投票を

実施

（2） 国際標準化機構第 46専門委員会識別と記述分科会 (ISO/TC46/SC9)による第 5作業グループ（ WG5）を設置

（3） さまざまな分野の専門家を WG5に採用

（4） 規格の適用範囲に変更がない旨を確認

（5） 改訂期間を第 5版の発行から 36か月以内とすることを確認

（6） 国際センター長のガエル・ベケ氏 (Gaëlle Béqueｔ)がコンビ―ナに就任

これを受けて、現在、月次の遠隔会議開催、 ISSN 番号の使用者への需要調査、 WG5 の専門家からの意見の集約

という三つの作業が行われています。そして、 2018年 5月に予定されている ISO/TC46総会の後に、 ISO/TC46/SC9 

-7-
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による委員会原案を SC9 の P メンバー（積極的参加メンバー）の投票にかけることになっています（全 6 段階あ

る改訂手続きのうち第 3段階）。

規格の改訂内容の詳細には触れられませんでしたが、鍵となる項目として次の 5点が挙げられました。

（1） ISSN 付与の粒度（改題等の関係にある複数のタイトルを包括する「 meta-ISSN」(仮称)や、逐次刊行物の

号・記事の識別における ISSNの活用の可能性）

（2） 電子的な逐次刊行物および継続資料の定義の見直し

（3） ISSN メタデータ [4]の改訂・調整

（4） Linked Data環境下での ISSN 番号の活用

（5） ISO中央事務局と ISSN 登録機関としての国際センターとの関係

会場の様子 

2. 国際センターの新サービス

国際センターでは 2018年 1月から、新たなサービスを開始しました。 2017年 12月まで、 ISSN 付与済み書誌デ

ータのデータベース ISSN International Register に搭載されたデータの利用には、利用者 ID の交付を受ける

か、利用者としての IP アドレスを登録することが必要で、すべてのサービスが有料でした。これに対して 2018

年 1 月からは、 ISSN International Registerのウェブ上のインターフェースである ISSN Portalを通じて、書

誌データの一部の項目が無料かつ利用登録不要の形で公開されました。

今回無料公開の対象となったのは、完成した書誌データのうち、書誌的事項と管理的メタデータの一部です。

この中で検索キーとなる項目は、 ISSN、ISSN-L[5]、キータイトル、参照タイトル、出版国、媒体等です。検索結

果には、 ISSN、ISSN-L、キータイトル、本タイトル、出版国、媒体、 URL、管轄するセンター、最終更新日が表示

されます [6]。ISSN Portalのトップページにある世界地図からは、出版国単位での検索も可能です。

一方、ISSN Portal の有料サービスでは、 ISSN International Register に収載されているすべての書誌データ

を検索・利用できます。その中には未完成の書誌データも含まれています。また、出版者や分類・言語等を含む、

すべての書誌データ項目を検索・利用することができます。データダウンロードの面では、 Linked Data[7]とし

て、RDF 形式でのデータを API によって検索・ダウンロードすることができます。さらに、 2018 年 2 月時点では

未実装ですが、今後の改良により、地図からの出版地検索で、国単位ではなく都市単位で検索できるようになる

ほか、位置情報やインパクトファクターなど、 ISSN International Register以外の情報源から取得した情報と

-8-
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統合されたデータも利用できるようになる見込みです。

また、ISSN Portalとは別の話題として、オープンアクセスのオンライン学術情報資源（学術雑誌、会議録、

学術リポジトリ等）の書誌データを提供する ROAD(Directory of Open Access scholarly Resources）[8]につ

いて、将来は ISSN International Registerにデータが統合される予定だという情報がありました。

【おわりに】

次回の第 43 回 ISSNセンター長会議は 2018年 9月に米国ワシントン D.C.で、第 44回会議は 2019 年にインド

のニューデリーで開催される予定です。次回会議までには ISSN Portal でのサービスも整備され、規格の改訂作

業も本格化するものと思われます。改訂手続の進捗状況、さらに ISBD をはじめとする ISSN に影響する国際標準

等の改訂についても、引き続き注視していきます。

柳澤 健太郎 

(やなぎさわ けんたろう 逐次刊行物・特別資料課 ) 

[1] ISSNネットワークの各国センター長が年に１度集まり、重要事項を検討する会議が「 ISSN センター長会

議」です。 ISSN 日本センターについては、以下のページをご覧ください。

国立国会図書館 . “ISSN日本センター” . http://www.ndl.go.jp/jp/data/issn/index.html#anchor07, (参照 

2018-02-19). 

[2] 前回の会議の参加報告は、本誌 2017 年 1号（通号 40 号）をご覧ください。

柳澤健太郎 . 第 41回 ISSN センター長会議参加報告― ISSN規格改訂と逐次刊行物目録標準化の動向 ,  

http://dl.ndl.go.jp/view/download/digidepo_10311254_po_2017_1.pdf?contentNo=1#page=12, (参照 2018­

02-19).  

[3] ISSN規格の第 5版は、国際標準化機構（ ISO）が有償で頒布しています。

ISO/TC46/SC9. “ISO3297：2017”. https://www.iso.org/standard/73322.html, (参照 2018-02-19). 

[4] 現在の規定は、 JIS X 0306：2012 の「付属書 B メタデータ」で確認できます。 ISSN、タイトル、出版者等

が含まれます。 

[5] 本誌 2010年 1号（通号 12号）を参照。

逐次刊行物・特別資料課整理係 . ISSN-Lをご利用ください !,  

http://dl.ndl.go.jp/view/download/digidepo_1166400_po_2010_1.pdf?contentNo=1#page=4, (参照 2018-02­

19).  

[6] たとえば“ CDNLAO Newsletter”(ISSN：1344-722X)のデータは、次の URLのとおりです。

https://portal.issn.org/resource/issn/1344-722X, (参照 2018-02-19). 

[7] 以下の「 Linked Data/Linked Open Data」の項に説明があります。

電子情報部電子情報流通課標準化推進係 . “【参考】メタデータ関連用語集” . 

http://www.ndl.go.jp/jp/aboutus/standards/meta/glossary.html#Linked_Data, (参照 2018-02-19). 

[8] ROADは、ユネスコの支援を受けて国際センターが提供しているもので、無料で公開されています。以下の

「ROADについて」の項をご覧ください。

国立国会図書館 . “ISSN日本センター”. http://www.ndl.go.jp/jp/data/issn/index.html#anchor16, (参照 

2018-02-19). 
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図書館の目録データの Linked Data化に向けた取組み― MARCにおける URIの使用

【はじめに】

世界の図書館コミュニティでは、目録データをウェブで再利用・共有しやすくするために、「リンクするデータ」

（Linked Data）への対応が進んでいます。その取組みの一つとして、 Linked Data の特性を効果的に反映できる

書誌フレームワーク “BIBFRAME”の開発が、米国議会図書館（ LC）を中心に進められています。 BIBFRAMEは、MARC

フォーマットに替わるものと期待されていますが、完成時期は未定です。その一方で、 MARC フォーマットの仕様

や入力方法を改善することで、従来の目録データを Linked Data化した際に、よりウェブに適したデータとして

提供できるように備えておこうとする動きも見られます。本稿では、その一例として、米国国立医学図書館（ NLM）

による、 MARC 21形式の書誌データに医学件名標目表（ Medical Subject Headings; MeSH）の URIを埋め込む取

組みを紹介します [1]。

【取組みの背景】 

NLM は、2012 年に、 BIBFRAMEの“Early Experimenters”としてデータモデルの実用可能性に関する調査等に参

加して以来、目録データの Linked Data化に対して積極的に取り組んできました。その経験をふまえ、 2017年 9

月に RDF（Resource Description Framework）形式の MeSH を、Linked Dataとして公開しました [2]。MeSHは、 

NLM が維持管理している生物学や医学用語を対象としたシソーラスです。 NLMの書誌データでは、件名標目として

使われています [3]。 

Linked Data 化された MeSH の各用語には、固有の URI が付与されています。 NLM は、将来的な書誌データの 

Linked Data化を見据え、その準備段階として、 MARC 形式の書誌データに MeSHの URIを埋め込むことを決めまし

た。

この取組みのもう一つの背景として、 NLMが、国際的な共同目録の活動に積極的に関わっていることが挙げら

れます。 NLMは、LC等による国際的な共同目録プログラム（ Program for Cooperative Cataloging; PCC）に参

加しています。 PCCは、図書館の目録データをウェブに適したデータへ効率的に移行するための取組みを主導し

ています。 PCCの中でも、 MARC における URI に関するタスクグループ（ PCC Task Group on URIs in MARC）は、 

MARC形式の書誌データ・典拠データにおける URIの使用に関するガイドラインの策定や、 MARC 21の仕様改訂に

取り組んでいます。 NLMは、このタスクグループに参加しており、 MARC形式の書誌データや典拠データにおける

各種 URIの自動付与プログラムの開発テストに協力していました。その結果をふまえ、実際の書誌データに対し

ても MeSHの URI を追加することを決定しました。

【URI を付与する前に：MARC 21 の書誌データの構造化】 

NLM では、書誌データの入力フォーマットに MARC 21を使用しています。 2015 年までは、 MeSHを MARC 21のフ

ィールド 650 に記録していました。より詳細には、主標目（ 650$a）に対して、各種の統制語（地名、出版物のタ

イプ等）をサブフィールドで区別し、連結して記録していました（図 1 参照）。
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650 主題用語(主標目)($a)、副標目 ($x)、地名 ($z)、出版物のタイプ ($v) 

図 1 NLMの MARC 形式の書誌データに付与された MeSHの例（2015年以前）[4] 

2016年以降は、 MARC 21の主題アクセスのフィールド 650（主標目）、651（地名）および 655（出版物のタイプ。

ジャンル・形式用語に相当。）の各サブフィールド $a に、MeSH の用語（文字列）を件名標目として記録していま

す。また、副標目（サブフィールド $x）と組み合わせられる統制語の種類を限定しています（図 2参照）。こうし

た書誌データの構造化により、各件名標目に一意に対応する MeSH の URIを機械的に追加しやすくなりました。

650 主題用語(主標目)($a)と副標目 ($x) 

651 地名($a)と副標目 ($x) 

655 出版物のタイプ

図 2 NLMの MARC 形式の書誌データに付与された MeSHの例（2016年以降） [5]

【書誌データに MeSHの URIを追加する方法】

書誌データに MeSHの URIを追加する具体的な方法は、以下の観点で検討されました。

・該当するフィールドに MeSH の URIを機械的に追加するためのシステム関係の費用（既存のプログラムを使用

する場合と独自に開発する場合の費用対効果）

・既存の書誌データと新規に作成する書誌データの両方に対応可能なプログラムの要件

・作業対象となる書誌データの件数等

検討した結果、独自のプログラムを開発し、既存の書誌データの該当するフィールドに、サブフィールド $0と

その値（ MeSHの URI）を一括で追加することが決まりました。

作業は 2 段階に分けて実施されました。まずは、典拠データについて、すでに記録されている MeSH の ID を基 
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に、“ http://id.nlm.nih.gov/mesh/”から始まる URI を機械的に付与しました。つぎに、書誌データに付与され

た件名標目を典拠データの標目と照合した結果を基に、各書誌データの件名標目に対応する MeSHの URIを追加す

る方法がとられました。

また、新規作成または更新した書誌データに対しても、同様に、 MeSH の URIを付与します。ただし、システム

への影響等を考慮し、上述の作業とおおむね同様の処理を、週次で行うことも決まりました。

【取組みの成果と今後】 

NLM では、今回の取組みを、今後書誌データをウェブで広く提供していく際に必要なプロセスの第一歩となっ

たと評価しています。また、国立図書館として先進的に取組み、その経験や知見を広くフィードバックすること

で、他の図書館等が今後 Linked Data化を行う際にサポートできるとも考えています。

また、NLMでは、自館で作成した書誌データを、 OCLC や LC等のさまざまな機関に MARC 21形式等で提供してい

ます。各機関では、 NLMの書誌データを利用するにあたり、新たに加わったサブフィールド $0とその値（ MeSHの 

URI）がそれぞれのシステムや OPAC の表示等に及ぼす影響について検討する必要が生じました。今後は、データ

利用機関からのフィードバックや、 MARC 形式の書誌データ・典拠データに URIを埋め込む取組みに関する PCCの

動向等をふまえ、書誌データの著者標目等にも URI を追加することを検討する予定です。また、今回は NLM 自身

が維持管理している MeSHの URIを対象に実施しましたが、今後は、外部の語彙や URIを書誌データに追加するこ

とも検討していく予定です。

【おわりに】

こうした MARC形式の書誌データ・典拠データに URIを埋め込む取組みが各図書館で進むことで、今後、これら

のデータを BIBFRAME等の Linked Dataに対応した形式へ移行する際に、その作業をより円滑に進めることができ

ると考えられます。また、 Linked Dataとして公開された際に、さまざまな URIが含まれているデータは、機械可

読性が高く、よりリンクや共有がされやすくなります。図書館の書誌データや典拠データが他機関のデータとリ

ンクされることで、さまざまな場面で利用される機会が増え、その価値が高まることが期待されます。今後も欧

米を中心にこうした取組みが進んでいく中で、その動向を引き続き注視していきたいと思います。

柴田 洋子 

(しばた ようこ 収集・書誌調整課） 

[1] 本稿の内容は、おもに以下の文献と講演動画に基づいています。 

D. Boehr & B. Bushman. Preparing for the Future: National Library of Medicine's® Project to Add 

MeSH® RDF URIs to its Bibliographic and Authority Records. Cataloging & Classification Quarterly. 

2017. https://www.tandfonline.com/doi/full/10.1080/01639374.2017.1382642, (参照 2018-01-26). 

Sharon Willis. Augmenting Catalog Data with MeSH URIs: NLM Linked Data Project. 2017. 

https://www.nlm.nih.gov/bsd/disted/video/mla_2017/bibframe.html, (参照 2018-01-26). 

[2] RDF 形式の MeSH の詳細については、以下の URLをご覧ください。
 

U.S. National Library of Medicine. “Medical Subject Headings RDF”.
 

https://id.nlm.nih.gov/mesh/, (参照 2018-01-26).
 

MeSHは、XML、ASCII、MARC、RDF の各形式によるダウンロードや、専用インターフェースによる検索・表示もで
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きます。 

U.S. National Library of Medicine. “Files Available to Download”. 

https://www.nlm.nih.gov/mesh/filelist.html, (参照 2018-01-26). 

U.S. National Library of Medicine. “MeSH Browser”. https://meshb.nlm.nih.gov/search, (参照 2018­

01-26). 

[3] MeSHのうち、書誌データで件名標目としておもに使われる用語は 2種類あります。一つは“ Descriptor”

（統制語）と呼ばれるもので、 “Anatomy”や“ Mental Disorders”といった主題用語（主標目）と、文献や論文

のジャンルや形式等を表す出版物のタイプ（ “Government Publications”、“Abstracts”、“ Review”等）、そし

て地名があります。もう一つは“ Qualifiers”または“ Subheadings”（副標目）と呼ばれ、主題をより具体的

に表現するために主標目等と組み合わせて使用する副次的な標目です（ “analysis”、“therapy”等）。MeSHの用

語の種類の詳細は、以下の URLをご覧ください。 

U.S. National Library of Medicine. “MeSH Record Types”. 

https://www.nlm.nih.gov/mesh/intro_record_types.html, (参照 2018-01-26). 

U.S. National Library of Medicine. “Use of MeSH in Cataloging”. 

https://www.nlm.nih.gov/tsd/cataloging/MeSH_CatPractices.html, (参照 2018-01-26). 

[4] 脚注[1]の文献の図を基に筆者が加工。 

[5] 脚注[1]の文献の図を基に筆者が加工。
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コラム：一生ケンメイ！（ 3）件名と件名のつながり―言葉の地図の作り方

【はじめに】

「件名」にまつわるトピックをご紹介するコラムの第 3回です。今回は、件名と件名のつながりについて、 NDLSH

（国立国会図書館件名標目表）を例に紹介します。ちょっとややこしい話になりますが、この世界にはまるとな

かなかおもしろいので、どうぞお付き合いください。

【「階層関係」と「関連関係」】

ひとくちに説明するのは難しいので、順を追っていきます。最初に図 1 をご覧ください。

ココに注

目！

図 1 Web NDL Authorities 「果実酒」の詳細情報画面（一部）

図 1は、Web NDL Authoritiesの、件名「果実酒」の詳細情報（の一部）です [1]。今回のテーマである「件名

と件名のつながり」が表れているのは、オレンジ色の枠内。上位語、下位語、関連語という項目に、何やら「果実

酒」と関係のありそうな言葉が並んでいます。これらも件名です。まずは、項目名の意味からおおまかにご説明

すると、次のようになります [2]。 

(1)上位語（ broader term）

より広い意味を持つ件名。「○○は△△の一種である」または「○○は△△の一部である」といえる時、△△に当
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たるもの。（例：「タルト」は「洋菓子」の一種である→「洋菓子」は「タルト」の上位語） 

(2)下位語（ narrower term）

より限定された意味を持つ件名。「××は○○の一種である」または「××は○○の一部である」といえる時、×

×に当たるもの。（例：「夫婦」は「家族」の一部である→「夫婦」は「家族」の下位語） 

(3)関連語（ related term）

その件名から連想される件名。

つまるところ、「果実酒」は「酒」の一種なので、「酒」は「果実酒」の上位語です。ワインは果実酒の一種なの

で、「ワイン」は「果実酒」の下位語です。そして、果実酒の原料である「果実」や、果実酒を蒸留して作られる

「ブランデー」は、「果実酒」の関連語となるのです。なんとも、おいしそうな並びですね。図にすると、こんな

感じです（図 2）。

ブランデー

酒

果実酒果実

ワイン

当該件名

関連語

上位語

下位語

図 2 「果実酒」の上位語・下位語・関連語

このタテの関係（上位語、下位語）を「階層関係」、ヨコの関係（関連語）を「関連関係」と呼びます [3]。ただ

し、関連語は、連想できれば何でもよいというわけではありません。たとえば、図 3のように、 2回以上連想した

ものを直接つなげてはいけません。

ビール 麦芽 大麦

図 3 2回以上の連想

また、主観的な連想もダメです。（芸術は爆発だ！＝主観的な感じ方）

芸術 爆発

図 4 主観的な連想

【ちょっとだけ、クイズです】

件名の「階層関係」と「関連関係」について、おわかりいただけましたか？それでは、ここで一つクイズです。図 

5の空欄には、どんな件名が入るでしょうか。

-15-
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チーズ

図 5 「チーズ」の上位語

あれれ、チーズの上位語が二つありますね。両方思いつきますか？正解は、「乳製品」と「発酵食品」です。「ふ

ふん、カンタンすぎるわ。」という方には、もう一つクイズです。ほかに、同じように「乳製品」と「発酵食品」

の二つの上位語を持つ件名は何でしょう？正解は、ヨーグルトです（図 6）。

乳製品 発酵食品

ヨーグルチーズ

図 6 「乳製品」と「発酵食品」の二つを上位語に持つ件名

図 6 のように、ある件名の上位語や下位語は、 1 語だけとは限りません。広範な概念ほど結び付く語は多くな

り、たとえば「哲学」という件名の上位語、下位語、関連語は、「人文科学」や「構造主義」など、あわせて 36語

にのぼります [4]。

【広がる網目】

なんだか細かい話が続きましたが、実はこの「階層関係」と「関連関係」によって、とてもスケールの大きな件

名の世界が作られているのです。

下の図 7をご覧ください。これは、「果実酒」の上位語「酒」を中心に、階層・関連関係でつながる件名を展開

したものです。

発酵食品 飲料嗜好品

ウィスキ 焼酎ブランデ果実

洋酒 蒸留酒

酒飲酒 酒税

「酒」と間接的につながる件名ワイン葡萄

果実酒

図 7 「酒」とつながる件名
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「酒」の上位語、下位語、関連語それぞれにまた上位語、下位語、関連語があって、それらにもまたさらに…。

こうして、件名と件名のつながりは飲料のカテゴリーにとどまらず、租税や食品、農作物にまで伸びていきます。

スペースの都合上、件名のつながりの全体をここに載せることはできませんが、点線の先にどのような件名があ

るか、考えてみるとワクワクしませんか？こうして、 NDLSH に収録される約 20,000件[5]もの件名は、その多くが

網の目のように相互につながっているのです。 

Web NDL Authorities の「酒」の詳細画面で「グラフィカル表示」をクリックすると、図 8のようにこの網の目

をたどって行くことができます。個々の件名をクリックすると、そのグラフィカル表示へと飛びます。なかなか

楽しいので、よろしければ試してみてください。

図 8 「酒」のグラフィカル表示

【言葉の地図を作る】

こうして、個々の件名が「階層関係」と「関連関係」によってつながっているからこそ、私たちは、いま検索し

ている語がどのような意味を持つのか、より正確に理解することができます。それは、たとえばある建物の前に

立った時、間近に見るだけでは、それが都市全体の中でどのような役割を果たしているのか知ることができない

のと似ています。道路や建物の配置を示す地図を見て、都市全体の成り立ちを理解して初めて、個々の建物の意

義を知ることができるように、件名も、他の件名との関係が理解できてこそ、その先の検索へとつなげていくこ

とができます [6]。そのための、いわば言葉の地図を作る作業が、件名の関係性の構築なのです…というのは、ち

ょっとかっこつけすぎでしょうか。

【どこまでも続くメンテナンス】

「階層関係」と「関連関係」を検討して、個々の件名をいったん網目の中に組み込んでしまったら、それでもう

安心！…とはなりません。なぜならば、日々、新しい件名は生まれますし、また、そもそも言葉は時にその意味

を変えていくこともあるため、それに対応して、常に件名同士の関係は見直されなければならないからです。

件名新設や件名付与作業の際には、言葉の意味や図書の主題をしっかりと把握するために、参考図書類を頻繁

-17-

http://id.ndl.go.jp/auth/ndlsh/00570044
http://id.ndl.go.jp/auth/ndlsh/00570044#g


   
 
 

 
 

 

 

 

 

 

                                                                                          

 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NDL 書誌情報ニュースレター 2018 年 1 号 (通号 44 号) 

に使用します。下の写真（図 9）は、筆者が目録作業を行っている事務室にある、使用頻度の高い参考図書を集め

た棚ですが、これはほんの一部にすぎません。さらに、これらを参照した上でもなお、情報が不足している場合

は、専門室 [7]まで足を運んで調べることも。このようなメンテナンスを日頃から行うことで、街が発展すれば地

図も変わっていくように、言葉の地図が時代を反映したものになっていきます。

図 9 たくさんの参考図書類（ほんの一部）

【おわりに】

日々変化していく件名たちをどのように関係づけているのか、大まかながら説明させていただきましたが、い

かがだったでしょうか。興味を持たれた方は、ぜひ、お好きな件名を一つ選んで、「階層関係」や「関連関係」を

どんどんたどっていってみてください。どこまでも広がっていく言葉の地図に、きっとワクワクすると思います 

[8]。

大久保 玲 

(おおくぼ れい 国内資料課 ) 

[1] Web NDL Authoritiesについては、本誌 2014年 1号（通号 28号）のコラムで詳しく紹介しています。

国立国会図書館収集・書誌調整課書誌調整係 . コラム：書誌データ利活用 (3) ―Web NDL Authorities(国立国会

図書館典拠データ検索・提供サービス） . 

http://dl.ndl.go.jp/view/download/digidepo_8436034_po_2014_1.pdf?contentNo=1#page=12, (参照 2018-01­

26). 

[2] 当館における「上位語」、「下位語」、「関連語」の詳細な決定方法は、以下をご覧ください。 

“普通件名「をも見よ」参照（上位語・下位語・関連語）”. 国立国会図書館件名作業指針 2017年 7月. 国立国

会図書館収集書誌部 , 2017, (p. 48-59). http://www.ndl.go.jp/jp/data/subj_manual1707.pdf, (参照 2018­

01-29).

また、NDLSH におけるこのような仕組みは、シソーラスで一般的に使われている方式を準用したものです。
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国立国会図書館 . “書誌データ作成ツール：分類・件名 (NDLC、NDLSHなど)”. 

http://www.ndl.go.jp/jp/data/catstandards/classification_subject/ndlsh.html, (参照 2018-01-25). 

[3] 『図書館情報学用語辞典 第 4版』で以下のように定義されています。

階層関係：シソーラスにおけるディスクリプタ間関係の一種．クラスとメンバー，全体と部分といった関係で，

類種関係，全体部分関係，例示関係の三つが含まれる．（後略）

関連関係：シソーラスにおけるディスクリプタ間関係の一種．二つのディスクリプタが表す概念が，階層的でな

い関連性を持ち，シソーラス中でそれを表示することが索引作成者，検索者に有益な情報をもたらすと思われる

場合に結ばれる関係．関連関係は，「ラバ」と「ロバ」のようにディスクリプタが同一のカテゴリーに属する場合

と，「植物」と「植物学」あるいは「温度」と「温度計」のように異なるカテゴリーに属する場合の 2種類に分け

られる．（後略）

日本図書館情報学会用語辞典編集委員会編 . 図書館情報学用語辞典 . 第 4版, 丸善出版 , 2013. 

[4] 2018年 1月 25日時点。 

[5] NDLSHのうち、細目付きのものを除いた件数（ 2018 年 2月現在）。ただし、一部の細目付き地名件名は含みま

す。

なお、細目については、本誌 2016年 1号（通号 36号）のコラムで詳しく紹介しています。

境野由美子 . コラム：一生ケンメイ！ (1)主題細目「復興」「被災者支援」 . 

http://dl.ndl.go.jp/view/download/digidepo_9910646_po_2016_1.pdf?contentNo=1#page=28, (参照 2018-02­

20). 

[6] Web NDL Authoritiesでは、詳細画面から国立国会図書館サーチを通じて、その件名が付与されている書誌

データを検索することができます。ただし、検索できるのは、当館所蔵資料に限ります。 

[7] 科学技術・経済情報室、人文総合情報室、地図室など、各分野・媒体ごとに特色ある資料を集めた、当館内

にある資料室のこと。 

[8] 当館が作成する典拠データおよび Web NDL Authoritiesの役割の一つである「つなげる」については、以下


の記事および本誌 2015年 1号（通号 32 号）のコラムで詳しく紹介しています。


木下竜馬 . What's 書誌調整ふたたび 第 4回 典拠は大切― Web NDL Authorities を使ってみよう！―（後編） . 


国立国会図書館月報 . 2016.1, (657), p.14-16. 


http://dl.ndl.go.jp/view/download/digidepo_9578225_po_geppo1601.pdf?contentNo=1&alternativeNo=#page=
 

16, (参照 2018-01-29).


柴田洋子 . コラム：書誌データ利活用（ 6）―Web NDL Authorities解読講座 その 1―ウェブでつながる典拠デ


ータ. http://dl.ndl.go.jp/view/download/digidepo_9103524_po_2015_1.pdf?contentNo=1#page=15, (参照
 

2018-01-25).
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コラム：書誌データ利活用（ 13）―NDL-Bibを始めました !!

【はじめに】 

2018年 1月から、国立国会図書館書誌提供サービス（ NDL-Bib）が始まりました。

このサービスは、昨年まで NDL-OPAC で提供していた、当館の書誌データをダウンロードする機能を継承して

います。今回のコラムでは、 NDL-Bib からダウンロードできる 6種類のファイルの概要と利用方法について紹介

します。

図 1は、6種類のファイルをダウンロードする画面です。パソコン等の環境にもよりますが、一回に最大 

5,000件までダウンロードできます。文字コードは、 Unicode/UTF-8または SHIFT-JISを選択できます。ダウン

ロードするファイルはすべてテキスト形式ですので、テキストエディタ（メモ帳、 Meryなど）で表示し、簡単

に加工できます。

図 1 ダウンロード画面

【標準形式】

標準形式のファイルは、書誌情報画面において標準形式の表示内容をそのままダウンロードしたようなファイ

ルです（図 2参照）。表示画面と同様に、日本語の見出しが冒頭に付いていますので、ダウンロードしたファイ

ルの内容もわかりやすくなっています。

図 2 書誌情報画面（標準形式）とダウンロードしたファイル
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【引用形式】

引用形式のファイルは、書誌情報画面の引用形式の表示をそのままダウンロードしたようなファイルです（図 

3参照）。引用文献や参照文献のリスト作成の際に、そのまま、または少し加工してご利用いただけます。

図 3 書誌情報画面（引用形式）とダウンロードしたファイル

【MARCタグ形式／MARC形式】 

MARCタグ形式のファイルは、書誌情報画面において MARC タグ形式の表示をそのままダウンロードしたような

ファイルです（図 4参照）。表示されるタグは、 JAPAN/MARC MARC 21フォーマットに準拠しています。ちなみ

に、図 4中の「 880」のタグは、タイトルや出版者等のカタカナよみやローマ字よみで使用しています。

図 4 書誌情報画面（MARCタグ形式）とダウンロードしたファイル

また、MARC 形式（ ISO 10646）のファイルは、以下の図 5のようなファイルです。 MARC 形式のファイルを取り

込む機能を実装した図書館システムで使われる形式です。
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図 5 MARC形式（ISO 10646）でダウンロードしたファイル

（テキストエディタの指定文字数で折り返した状態）

【Alephシーケンシャル形式（ ASF）】 

Ex Liblis社の統合図書館システムである Alephシステムに対応したデータ形式のファイルです（図 6 参

照）。

フォーマットは、図 4の MARCタグ形式と似ているように見えますが、 MARC 21のタグの直前に 9ケタの数字

（システム番号）があり、同じシステム番号のタグは同じ書誌データであることを表しているところが大きな違

いです。

同じ番号は同一書誌データ

図 6 Aleph シーケンシャル形式でダウンロードしたファイル

【記号区切り形式（＄区切り）】

記号区切り形式のファイル（図 7 参照）は、 Excelなどの表計算ソフトで表示することができます。

テキストエディタ等の機能を利用し、ファイル中のレコード No.や不要な改行などを変換処理してから Excel

などに取り込んで利用していただくことをおすすめします。記号区切り形式のファイルの加工方法は、平成 29
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年度全国書誌データ・レファレンス協同データベース利活用研修会の資料で紹介しています。（NDL-OPACのとき

とフォーマットは変わっていませんので、参考にしていただけます）。

図 7 記号区切り形式（$区切り）でダウンロードしたファイル

【おわりに】 

NDL-Bib で提供している 6種類のファイルを紹介しました。目録作成や文献リストの作成など、用途に合わせ

てご利用ください。

今後も、利活用コラムなど、書誌データの利活用に関する情報を本誌や NDLのホームページ [1]で紹介する予

定です。また、書誌データの利用に関してのご相談や研修依頼等にもお答えします。以下の宛先までご連絡くだ

さい。

収集書誌部 収集・書誌調整課 書誌サービス係

電話：03-3581-2331（内線 24560）／メール： bib-dl

これからも、 NDLの書誌データをご利用いただければ幸いです。

田村 浩一

（たむら こういち 収集・書誌調整課）
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おしらせ：平成 29年度書誌調整連絡会議を開催しました

国立国会図書館は、 2018年 1月 18日に平成 29年度書誌調整連絡会議を開催しました。この会議は、国内外

の書誌調整に関する最新情報を広く関係者・関係機関等と共有することを目的とし、毎年行われています。今年

度は、「新しい目録規則は何をもたらすか：フランスと日本の書誌データ」をテーマに、フランス国立図書館

（BnF）のヴァンサン・ブレ（ Vincent Boulet）氏をお招きして開催しました。会議は一般に公開し、約 90 名が

参加しました。

会場の様子

はじめに、フランスにおける新しい目録規則 “RDA-FR”等の動向について、ブレ氏が講演しました。つぎに、

日本図書館協会目録委員会と当館が連携して策定に取り組んでいる「日本目録規則 2018年版」（仮称）（以下、 

NCR2018 といいます）について、渡邊隆弘氏（日本図書館協会目録委員会委員長・帝塚山学院大学教授）が概要

と意義を、当館からはその適用に向けた取組み状況を、それぞれ発表しました。

ブレ氏からは、 BnFがフランス高等教育書誌センター（ Agence bibliographique de l'enseignement 

superieur: ABES）と進めている「書誌移行」（Transition bibliographique）計画の概要が紹介されました。特

に、著作の典拠データと体現形のデータ（書誌データに相当）のリンクの自動生成等による FRBRに基づいたデ

ータの構造化や、現在、 RDAにフランス固有の事情を反映させた目録規則として検討が進められている“ RDA­

FR”の状況等について発表がありました。渡邊氏からは、 NCR2018の策定状況や基本方針、全体構成等が説明さ

れた後、三つの特徴（ FRBR を基盤とすること、 RDAとの相互運用性の担保、日本の事情の反映等）が示されまし

た。当館からは、 NCR2018の適用細則の検討状況と、想定されるデータ事例について報告しました。

最後に、参加者から、 “RDA-FR”に基づき作成された書誌データの国際的な相互運用性や、出版者等のコミュ

ニティとの連携状況、これらのコミュニティへの BnFからの働きかけの有無等について質問が寄せられました。 

RDA は、おもに英米で普及している目録規則です。それに対して、フランスと日本では、 RDAとの相互運用性
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も考慮しながら、 FRBRを基盤とし、自国の事情をふまえた規則を検討しているという共通点があることを、改

めて確認できました。そして、ウェブにおける書誌データの再利用や連携を進める中で、図書館が今後果たすべ

き使命や課題について、参加者間で共有することができました。こうした状況をふまえながら、当館では、 

NCR2018 の適用に向け、引き続き検討を進めていく予定です。

会議の概要と資料については、当館ホームページの「平成 29年度書誌調整連絡会議報告」のページに掲載し

ています。

（収集・書誌調整課）
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掲載情報紹介 

 

2017 年 12 月 26 日～2018 年 3 月 26 日に、国立国会図書館ホームページに掲載した書誌情報に関するコンテン

ツをご紹介します。 

 

 

 「全国書誌データ提供に関するパンフレット」を更新しました。 

（掲載日：3月 15日） 

 「全国書誌データ提供」のページを更新しました。 

（掲載日：3月 13日） 

 「国立国会図書館書誌データ対応システム一覧」を更新しました。 

（掲載日：3月 13日） 

 雑誌記事索引採録誌一覧を更新しました。 

  （掲載日：3月 6日） 

 「平成 29年度書誌調整連絡会議報告（概要）と過去の会議一覧を掲載しました。」 

（掲載日：2月 27日） 

 「国立国会図書館書誌データ対応システム一覧」を更新しました。 

（掲載日：1月 12日） 

 

http://www.ndl.go.jp/jp/data/data_service/index.html#anchor01
http://www.ndl.go.jp/jp/data/data_service/jnb/index.html
http://www.ndl.go.jp/jp/data/data_service/jnb/system_list.html
http://www.ndl.go.jp/jp/data/data_service/jnb/system_list.html
http://www.ndl.go.jp/jp/data/sakuin/sakuin_index.html
http://www.ndl.go.jp/jp/data/basic_policy/conference/index.html
http://www.ndl.go.jp/jp/data/data_service/jnb/system_list.html
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